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研究代表者の専門分野：代数幾何学 
科研費の分科・細目：数学・代数学 
キーワード：Gromov-Witten 不変量・モティーフ的ゼータ関数・モティーフ的測度 
 
１．研究計画の概要 
(1) 形式的ループ空間・アーク空間を、弦理
論的手法の正当化や特異点の研究に応用す
る。 
 
(2) (1) に関連して、ある多様体に付随する多
様体の無限系列や、母函数などを調べる。 
 
 
２．研究の進捗状況 
 
(1) 形式的ループ空間・アーク空間について。 
 Frobenius 写像の類似を見付け、特異点論
へ応用することを目標として、形式的ループ
空間・アーク空間の様々な変種を模索した。
その結果、ある種の無限小版の系列を発見し、
予備的な計算を行った。 
 
(2) モティーフ的ゼータ関数について。 
① モノイダル圏における有理性の問題を調
べ、Schur 有限な対象のモティーフ的ゼータ
関 数 は  determinantally rational だ が 
uniformly rational とは限らないことを示
した(筑波大の木村健一郎氏・広島大の木村俊
一氏との共同研究、投稿中)。 
 
② 代数的力学系の Grothendieck 環やその
局所化について調べ、ごく単純な代数的力学
系に対してもそのモティーフ的ゼータ関数
が determinantally rational でないことを
示した(投稿中)。 
 
(3) 弦理論的モティーフ的測度について。 
 Minimal log discrepancy の昇鎖律の精密
化として、弦理論的モティーフ的測度の降鎖

律について調べた。結果として、任意次元ト
ーリックで標準的係数を持つ場合および二
次元で係数を降鎖律を満たす集合から取っ
た場合について証明できた(投稿中)。 
 
(4) Gromov-Witten 不変量について 
 
 射影平面における非特異三次曲線の補集
合の相対 Gromov-Witten 不変量について、
四次までの詳しい計算を行った。 
 これに理論的な解釈を与えるために、相対
安定写像のモデュライにおいて可約なもの
に 対 応 す る 点 の 構 造 を 調 べ 、 相 対 
Gromov-Witten 不変量への可約曲線の寄与
を計算した(論文は準備中)。 
 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている。 
(理由) 
 研究目的の中心であるループ空間・アーク
空間の応用からいくらか離れた、派生する問
題について進展があり、これらについては、
発表が遅れた。 
 その一方で、ループ空間・アーク空間につ
いては、いくつかの興味深い方向は発見でき
たが、明確な進展は得られなかった。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
(1) 相対 Gromov-Witten 不変量については、
既に得られた結果の公表を急ぐ。また、弦理
論的モティーフ的測度の降鎖律については、
同じ方向でもう少し進展させられると考え
られる。 
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(2) ループ空間・アーク空間の応用について
は、様々な特異点などについてループ空間・
アーク空間やその変種から得られる不変量
を計算する、また nonstandard tight closure 
などとの類似を考察する、などの方法により
進展させたい。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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